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東日本大震災における軌跡 

素早い初動による食糧供給と、「野営方式」による避難所外の方への物資供給、 
地域コミュニティ形成のきっかけづくり等を行った。 

初期に最も必要なものは食べ物。 
豚汁など炊き出しを行った。 

支援物資が行き届かない地域では、支援物資
を広げて、欲しいものを必要な分だけ持ち
帰って頂くようにした。 

俳優の伊勢谷友介さんは支援物資を集め
てくれた。 

ものまね芸人のコロッケさんたちは被災に笑
顔を届けた。 



パートナー プロジェクト（１） 

▼岩沼の海岸近くにあったハウスで 
 花を栽培していた 

▼津波でハウスは全て流された。 

▼津波で被災したおばちゃんたちを元気にするために、母親の花屋を半分借り
「お弁当屋さん」をOPENした。 
 

●伊勢谷氏が代表を務める「リバースプロジェクト」で 
 OPEN資金を集る呼びかけを行った。 



パートナー プロジェクト（2） 

▼起業家支援事業として、パン職人養成講座
に参加 

▼地元石巻で60歳からの再出発！ 
パンで地元を活性化したいという思いで、 
2012年5月28日にＯＰＥＮ。 

▲河北新報に掲載 



環境 防災 福祉 

震災によって家族や職を失った多くの被災者のために、私たちは１人でも多くの雇用を生み出し、 
働く喜び・生きていく意味を多くの人と共感していきたいと考えています。 

法政大学から２４０名の学生

ボランティアを受け入れ。

ハーブの苗植えを行った。 

他、新潟や沖縄からのボラン

ティアも受け入れた。 

社団法人 多賀城震災復興まちづくり会社 

雇用 
創出 

景観 
維持 

フランス語で“豊かな時間”という意味の「ルタンリッ

シュ」は仙台市青葉区上杉に店舗を構えるパン屋。 

障害者と共に、パン・ラスクの製造を、販売を行なって

いる。 

社団法人 東北復興プロジェクト 

パン工房 「ル・タン・リッシュ」 雇用 
創出 

防災 

雇用創出プロジェクト 

新たな雇用創出のための社団法人を立上げる 

現在障害者6名雇用 

（11月から15名） 

【震災復興ボランティア】 

現在障害者5名雇用（11月から7名） 
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震災復興ボランティアの活動が新聞各紙に取り上げられました ② 
 ～8月18日  法政大学（自主マスコミ講座）学生240名が参加～   

※河北新報（8月19日） 
より引用 

    宮城県多賀城市の国特別史跡・多賀城跡（１０７ヘクタール）の一部を

農園に整備し、産業と雇用の創出を目指す社団法人「多賀城震災復興

まちづくり会社」（多賀城市）が、このほど発足した。 

     地域の文化財を生かし、被災者や障害者の働く場所を確保する新た

な取り組みだ。 

  

     まちづくり会社は経営コンサルタント「ファミリア」（仙台市青葉区）の高

橋由志郎専務と、福祉サービス事業所「アップルファーム」（同市若林区）

の渡部哲也社長＝多賀城市出身＝が出資して設立。 

代表理事に高橋専務が就いた。 

 

 多賀城市が市シルバー人材センターに委託していた多賀城跡１０ヘク

タール分の管理業務をまちづくり会社が請け負い、除草作業に当たる。

一部は耕作し、ハギ、アカネなど古来の植物やハーブを育てて茶やパン

に加工、アップルファームが運営するレストランなどで販売する。 

  

これまでに多賀城市内の障害者１５人と契約した。本年度に５０人、２年

以内に１００人の雇用を目指す。高橋代表理事は「震災から立ち上がる

のに仕事が不可欠だ。多賀城らしい景観を生かし、６次産業化で多様な

ビジネスを創造したい」と意気込む。 

  

１８日には、法政大の学生約２５０人が多賀城跡を訪れ、ラベンダーなど

の苗を植えた。 
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生産 

加工 

販売 

農園整備作業・
管理者 

接客・販売担当 

加工担当 

雇用 

雇用 

雇用 

震災復興ボランティア・インターン（学生・企業研修） 

教育体系プログラム（仮）                                                         
～震災復興ボランティアとしての関わり～ 

バジルソース・                                        
サンドイッチ、スープ食材に 

バジル（ハーブ）、葉もの野菜など 

生産の場づくりを行うことで、雇用維持・新たな雇用創出の重要な役割となっている。 
＜これまでの参加大学＞ 
東北学院大学（80名）、法政大学（240名）、沖縄国際大学（4名）、琉球大学（7名）、沖縄大学
（1名）、多摩大学（約10名）、新潟青陵大学（約10名）、仙台医療福祉専門学校（40名）他 

多賀城ファーム 

ル・タン・リッシュ 



３.１１後の「SONY」資源を活かし、多賀城に 
新たな「障害者雇用創出」を目指します。 

2nd FACTRY 

TAGAJYO 

・新世紀に向け、障害者の雇用を生む産業の創造 
・障害者自立支援事業をリードする新たな産業モデル化 

セカンドファクトリー 
多賀城 

障害者雇用拡大を目的に 
１.５次～２次加工・製造を戦略的に行う 

“食のファクトリー”の設置 

▼企業の事務所として利活用（ソーホースタイル） ▼製造所として活用 ▼災害備蓄・冷蔵庫で活用 ▼レストランとして活用 

▼野菜工場で雇用 ▼包装作業で雇用 ▼支援員の養成 ▼販売員で雇用 

▼野菜工場として活用 

▼加工製造員で雇用 ▼レストランで雇用 ▼接客員で雇用 

▼ドライ加工 ▼練り加工 ▼包装・製品化 ▼パウダー加工 

▼ソース製造 ▼スウィーツ製造 ▼パン製造 ▼パン加工品製造 ▼ピザ、ガレット製造 ▼惣菜、パスタ製造 

地域企業との連携による技術開発 

自社事業計画 





震災後の雇用創出人数 
3年間で200名の雇用創出を目標！ 

• 多賀城ファーム 

• 福祉雇用14名 

• 一般就労5名 

• 多賀城ファクトリー 

• 福祉雇用11名（直近
予定） 

• 一般就労11名 

• ＲＯＫＵ ＦＡＲＭ名取 

• 福祉雇用9名 

• 一般就労5名 

• ルタンリッシュ 

• 福祉雇用7名 

• 一般就労4名 

合計66名の雇用を創出 



農林漁業６次産業化モデルファーム 

環境・福祉・防災による復興プロジェクト 

【９０年後の君へ】 ２２世紀へのひとつの価値観 
 

 私たちは、この震災の経験を未来に伝えていく必要性や必然性を強く感じています。第一に豊かさを求めすぎたことで、 
人間の脆さが露呈されたのです。 
 私たちは、未来の子供たちに対してどのような責任を負わなければならないのでしょうか？ 
 私たちは、自分達の幸せだけではなく「未来の子どもたちの幸せな顔を創る」という時期が訪れたのではないでしょうか？ 
このプロジェクトに大きな費用をかけて立ち上げるのではなく、 
できる限り多くの人たちが、主体的にこのプロジェクトに加わり未来を共に創る、ということを大切にしています。 

雇用創出プロジェクト（２）-① 



雇用創出プロジェクト（２）-② 

ベジタブルガーデン 

野外ステージ 

キッチンカー 

キッチンスタジオ 

マルシェ ジェラード屋 

石窯パン屋 

そばレストラン 

蔵王連峰 

田畑 

杜せきの下団地 

イオンモール 
名取エアリ 

川 

名取市街地 

６次産業モデルファーム 
本施設は「６次産業」をコンセプトに設計・建築を進めます。
６次産業とは、農業、水産業（第一次産業）が、食品加工
（第二次産業）、流通、販売（第三次産業）にも主体的かつ
総合的に関わることによって、加工賃や流通マージンなどの
今まで第二次・第三次産業の事業者が得ていた付加価値を、
農業者自身が得て農業を活性化させるもの。第一次産業の1
と第二次産業の2、第三次産業の3を足し算しても掛け算して
も「6」になることをもじった造語です。 



パートナーシップ企業 

●2012年5月現在、本事業の立上げ、運営に際し、ご協力・支援をいただける企業・団体様 
 
  ・リバースプロジェクト： 設計、情報発信、（代表／俳優：伊勢谷友介氏） 
  ・舞台ファーム ： 農業、生産加工  
  ・ファインステージ ： 商品開発、情報発信、イベント（ものまね芸人：コロッケさん） 
  ・JTB  ： 集客、広報 
  ・三菱電機 ： 電気機器提供 
  ・日本IBM ： 買い支え、効率化システム 
  ・東北学院大学 ： 学生ボランティア 
  ・スマートメディア ： ウェブ構築 
  ・セカンドハッピー ： 商品開発、情報発信、（幸せ料理研究家：こうちゃん） 
  ・東の食の会 ： 買い支え、商品開発 
  ・TOP不動産開発 ： 不動産 
  ・オオホリ建託 ： 建築工事 
  ・アップルファーム ： 障害者雇用 
  ・赤塚植物園グループ： ガーデン整備 
      ・・・他 

11月30日、記者会見にて 


